
                                                                                                                       

  

学校教育目標 

重点目標 

 

夢に向かって ともに伸びる 青葉の子 

大切にしよう～自分・仲間・言葉～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価号 令和８年３月１７日 

富士市立青葉台小学校 

学 校 だ よ り 

 

  
 

 
 

「授業が分かる」項目において、児童・保護

者・教職員ともに肯定的な割合が前期より上昇

し、目標値に近づいてきました。デジタル学習

を基盤とし、教職員が一人一人の子供の思いや

問い、考え方を生かした学びを支えたり、ペ

ア、グループ、学級全体などで考えを交流する

場面を設定したりすることによって、子供は

「分かる」「できる」を感じながら、学習に取り

組むことができています。 

「名前に『さん』を付けて呼んでいる」項目に

おいて、肯定的な割合が減少しました。要因と

して、学級内での人間関係が深まり、自分を出

せたり、仲間と関わることが増えたりしてきた

ことが考えられます。優しい言葉、正しい言葉

遣いを奨励するとともに、特に授業の中で、相

手を尊重した名前の呼び方を意識できるよう、

子供に関わっていきます。 

「行事や当番活動、係活動、委員会活動に進んで取り組んでいる」

項目において、肯定的な割合が、教職員は 100％、保護者、子供

の割合も目標値に近い値となっています。現在、子供は、自分の役

割を自覚し、学級や学校のために活動しています。また、行事の中

で、自分の目標を持って、挑戦することができました。 

 しかし、「自分の夢や希望をもっている」項目において、子供、

教職員の肯定的な割合が減少しました。「好き」を育み、「得意」を

伸ばしながら、なりたい姿を明確にすることができるよう、様々な

行事や生活での子供の頑張りやよさを価値付けるとともに、目標達

成に向けて頑張る力、他者との協調性、望ましいポジティブな行動

ができるような力を育む取組を進めていきます。 

「学校が楽しいと感じている」項目において、多くの子供が

肯定的に捉えている一方、約 15％の子供は楽しいと感じて

いない現状があります。全ての子供にとって、居心地がよ

く、楽しいと思える学校になるよう、子供を主語に、教育活

動を見直したり、保護者・地域・職員が一体となって子供を

支えていけるような手立てを考えたりしていきます。 

 また、子供は、「自分の命を守るための行動をとることが

できる」力を伸ばしていますが、ＳＮＳ等を適切に活用する

力も高めていく必要があると感じます。引き続き、防災、防

犯教育、情報モラル教育を関係機関とも連携を図りながら進

めていきます。 

 １年間、本校の教育活動にご理解、ご協力いただきありがとうございました。夢に向かって仲間とともに成長する姿を願

い、お子様を支えてまいりました。今年度の教育活動を振り返り、子供たち、保護者の皆様、学校運営協議会委員の皆様等

の意見を反映しながら、来年度の教育計画を立てております。来年度も、子供が、自分・仲間・言葉を大切にしながら、前

進していけるよう、ご協力をお願いいたします。 



 

   

 

 

 

 

 裏面には、表面に載せられなかった学校評価アンケートの結果と保護者の皆様に答えていただいた本校の子供のよさ、学校運営協議会委員の方のご意見を載せさせていた

だきました。ご確認ください。 


